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■3月1旧（金）14：46東日本大震災発生。震源地：宮城県牡鹿半島の東南約130ｷﾛ、深さ約24ｷﾛ、
M9.0、震度：相馬市で6弱、揺れ：断続的に約6分間・15:50相馬市で7．3海の津波を観測。

■ 12日（土）15：36福島第一原発1号機で水素爆発。

〈葱■ 14日（月）11：01福島第一原発3号機で水素爆発。
■ 15日（火）6：10福島第一原発2号機で爆発。・9：38福島第一原発4号機で出火。

私”どう思う写’|ユ ノン蒙日ホズ震舞･犬繍･原弓謹謁技．． 2000年市議会で質問

｢原発事放の対策を」
●今から11年前の原町（南

相馬〉市議会で水井清光議員

《本会会員》は、JCCの臨

界事故を踏まえ福島原発の事

故を想定し、次のような質問

を行っていました。

■①原町市民の避難道路とし

て､北泉小高線､原町浪江線、
原町二本松線、原町川俣線の

整備を国、県に要望する。

②原町市としての原子力防災
対策計画はわずか2行の計画文
で終わっている。しっかりした
資材や機材の準備、退避や避難
のマニュアルが必須である。

⑧具体策として、東電との安
全協定、他自治体との災害協

力協定の締結。市民の健康相

談、汚染検査と洗浄体制の確

立、ヨウ素剤の配布、市職員

の原子力知識の向上と研修、

退避避難場所の整備と訓練、

市民への広報や防災手引き書

の配布が早急に必要である。

■当時の鈴木寛林市長答弁

特に避難道路整備を要望す

る考えはない。防災センター

は本市として要望するが、独

自の設置や実施は困難である。

●つまり市としては「何もしな

い」も同然でした。1l年前、

万が一とは言え現在のような

原発事故を想定し対策を講じ

ていれば、少しは善処されてい

たはずです。事故を心配してい

た人々は少数派で、今も昔もリ

ーダーたちの想像力のなさが悲

惨さを一層を深めています。

一
一
模
様
を
聞
い
た
。
隣
家
の
元
消

一一防署長は残された近所の屋
一
内
避
難
者
宅
の
老
人
世
帯
を
守

護
し
て
回
っ
て
い
る
と
い
う
。

行
方
不
明
の
同
級
生
の
名
も
新

毎
朝
２
時
間
、
給
水
所
に
並

》
ぴ
、
川
の
水
を
く
み
、
避
難
し

一
て
来
た
親
族
を
迎
え
被
災
地
の

科
学
技
術
妄
信
で

烹繩わが故郷
一室辻冒９種唖刷〃配り雪述》

－－

ー

二
上

英
朗

犯
著
述
業

南
相
馬
市
は
じ
め
地
震
・
津

波
・
原
発
事
故
で
壊
滅
的
被
害

を
被
っ
た
故
郷
を
思
う
と
、
い

ま
だ
に
信
じ
ら
れ
な
い
。
悪
夢

を
見
て
い
る
よ
う
だ
。
幼
い
こ

ろ
遊
ん
だ
浜
辺
が
激
浪
に
の
み

込
ま
れ
て
水
没
し
、
生
家
も
壊

れ
た
。
母
校
の
体
育
館
は
遺
体

安
置
所
と
化
し
た
。

毎
朝
２
時
間
、
給
水
所
に
並

F－

、〆

聞
紙
面
か
ら
消
え
な
い
。

㈹
年
前
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
テ

レ
ビ
局
の
助
手
と
し
て
、
建
設

中
の
第
１
原
発
の
撮
影
に
同
伴

し
た
時
に
、
誇
ら
し
く
嘩
侭
さ

れ
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
屋

が
、
大
自
然
の
前
に
あ
ま
り
に

小
さ
く
感
じ
た
も
の
だ
。

知
事
が
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し

た
プ
ル
サ
ー
マ
ル
炉
の
３
号
機

建
屋
が
水
素
爆
発
し
、
放
射
性

物
質
が
漏
れ
て
、
安
全
神
話
が

も
ろ
く
も
崩
れ
た
。
国
と
東
電

を
責
め
る
だ
け
で
は
済
ま
ぬ
。

科
学
技
術
を
妄
信
し
、
補
助
金

行
政
に
す
が
っ
て
き
た
政
治
判

断
が
、
こ
の
人
災
を
招
い
た
の

だ
。原
発
災
害
は
現
在
進
行
中

だ
。
一
滴
の
水
の
あ
り
が
た
さ
、

平
凡
な
暮
ら
し
の
大
切
さ
、
家

族
の
絆
を
再
認
識
し
「
神
を
畏

れ
る
」
必
要
を
思
っ
た
。

－

４
△
３
月
幻
口
付
『
福
島
民
友
』
投
書
よ
り

二
上
英
朗
さ
ん
（
福
島
市
・
本
会

会
員
）
は
、
以
前
か
ら
原
発
の
危
険
な
こ
と
を
月
刊
誌
『
政
経
東
北
』
な
ど
で
訴

え
て
き
ま
し
た
。
一
九
九
五
年
三
月
号
「
福
島
県
の
地
震
対
策
は
万
全
か
．
誰
も
い

わ
な
い
原
発
の
地
震
対
策
」
、
二
○
○
○
年
二
月
号
「
原
発
事
故
が
起
き
た
ら
と
に
か

く
遠
く
に
逃
げ
ろ
」
、
二
○
○
○
年
四
月
号
「
原
発
に
欠
落
し
て
い
る
本
音
の
議
論
」

な
ど
。
そ
し
て
今
年
震
災
直
後
の
四
月
号
で
は
「
国
と
東
電
の
お
ご
り
が
引
き
起
こ

し
た
原
発
事
故
・
無
視
さ
れ
る
浜
通
り
の
被
災
地
」
と
題
し
て
、
生
々
し
い
多
く
の

被
災
写
真
と
と
も
に
、
東
電
国
や
県
の
原
発
政
策
を
厳
し
く
断
罪
し
て
い
ま
す
。

ゾ

仁
３
月
型
口
付
『
朝
日
新
聞
』
『
被
災
地
か
ら
』
佐
々
木
孝
さ
ん
（
本
会
会
員
）

は
大
震
災
で
市
外
に
避
難
す
る
こ
と
も
な
く
、
ず
っ
と
原
町
区
橋
本
町
の
自
宅

で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
様
子
や
、
大
震
災
、
原
発
事
故
へ
の
思
い
を
、

そ
の
ブ
ロ
グ
『
モ
ノ
デ
ィ
ア
ロ
ゴ
ス
』
に
毎
日
千
文
字
で
綴
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

佐々木孝さん､母の千代き示
孫の愛さん

南相馬市原町区、佐々木孝さん

(71）「放射能への不安で屋内退避地
区からも人が徐々に離れていく。98

歳の母がいた老人ホームも職員不足

となり、母を自宅に引き取った。2

歳の孫娘ら計6人で自宅に残り、物
資不足が続く退避地区の様子をブロ

グ『モノディアロゴス』で記し続け

る。親鳥がえさを運んでくれると信

じ、精いっぱい鳴く小鳥たちの姿を

思い浮かべて」 ＝同市の自宅

…

九条は局きち
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○
こ
れ
は
五
月
八
日
付
『
東
京
新
聞
』
の
記
事
で
す
が
、
若
松
丈
太
郎
さ
ん
（
本
会
会
員
）
は
、
四
十
年
以
上
も
前
か
ら
、

原
発
の
危
険
性
を
訴
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
原
発
の
詩
や
評
論
を
ま
と
め
、
『
福
島
原
発
難
民
』
を
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
ま
る
で
現
在
の
原
発
事
故
を
見
通
し
、
避
難
す
る
市
民
の
様
子
な
ど
を
描
い
た
詩
の
リ
ア
ル
さ
に
、
驚
か
さ
れ
ま
す
。

17年前に事故ﾐ予言の詩謹
剥
夢
錘
漂
韻
験
零
準
晶
穂
農
園
砂
霊
験
溌
謬
悪
麺
睡
犀
宰
謬
跡
韓
幽
躍
琶
羅
翌
罰
躍
醗
開
認
・
卜
．
報
凶
悪
溌
陛
塩
駕
罰
繰
冒
閣
函
愚
転
迩
鬮
輻
Ｊ
欝
露

神
隠
し
さ
れ
た
街

若
松
丈
太
郎

四
万
五
千
の
人
び
と
が
二
時
間
の
あ
い
だ
に
消
え
た

サ
ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
が
終
わ
っ
て
競
技
場
か
ら
立
ち
去
っ
た

の
で
ば
な
い

人
び
と
の
暮
ら
し
が
ひ
と
つ
の
都
市
か
ら
そ
っ
く
り
消
え
た
の
だ

（
中
略
）

半
径
三
○
師
ゾ
ー
ン
と
い
え
ば

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
を
中
心
に
据
え
る
ど

双
葉
町
大
熊
町
富
岡
町

（
中
略
）

そ
し
て
私
の
住
む
原
町
市
が
ふ
く
ま
れ
る

こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
約
十
五
万
人

私
た
ち
が
消
え
る
べ
き
先
は
ど
こ
か

私
た
ち
は
ど
こ
に
蜑
壺
猪
せ
ば
い
い
の
か

（
中
略
）

街
路
樹
の
葉
が
風
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
い
る

そ
れ
な
の
に

人
声
の
し
な
い
都
市

人
の
歩
い
て
い
な
い
都
市

（
中
略
）

私
た
ち
の
神
隠
し
は
き
よ
う
か
も
し
れ
な
い

う
し
ろ
で
子
ど
も
の
声
が
し
た
気
が
す
る

ふ
り
む
い
て
も
だ
れ
も
い
な
い

な
に
か
が
背
筋
を
ぞ
く
っ
と
襲
う

広
場
に
ひ
と
り
立
ち
つ
く
す

〆

&決
原
発
事
故
で
屋
内
退
避
指

示
が
出
さ
れ
、
一
時
は
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
と
化
し
た
南
相

馬
市
窪
指
示
の
雲
除
で
半
数

以
上
の
市
民
が
戻
っ
て
き
た

が
、
海
崖
近
く
の
田
ん
ぽ
に

は
い
ま
も
漁
船
こ
が
れ
き
が

散
乱
し
た
ま
ま
だ
《
》

五
十
年
前
か
ら
こ
の
地
に

住
む
若
松
さ
ん
の
自
宅
（
旧

原
町
市
）
は
被
害
が
少
な
か

っ
た
が
、
原
発
事
故
で
先
月

下
旬
ま
で
一
カ
尾
以
上
、
福

島
市
に
避
難
し
た
一
》

一
若
い
人
は
街
に
戻
っ
て

き
ま
せ
ん
ｃ
一
審
強
い
の
は

車
皐
電
力
と
国
が
し
て
き
た

こ
と
へ
の
怒
り
で
す
ｓ
自
分

塞
宗
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
二
十
五
琴
言
の
距
離
に
あ

る
福
島
県
南
相
馬
市
の
「
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
一
に
、

四
十
年
前
か
ら
原
発
の
危
険
性
を
訴
え
続
け
て
き
た
詩
人

が
い
る
。
高
校
の
国
語
教
師
だ
っ
た
若
松
丈
太
郎
さ
ん

（
七
尋
。
十
七
隼
前
に
発
表
し
た
一
神
隠
し
さ
れ
た
街
一

は
、
今
日
の
箏
態
を
そ
の
ま
ま
描
き
出
し
た
よ
う
な
作
品

だ
。

（
文
化
部
・
石
井
敬
）

街
が
…
東
電
．
国
に
怒
り

が
言
っ
て
き
た
通
り
に
な
っ

た
と
い
っ
て
、
得
意
な
気
持

ち
に
は
な
れ
ま
せ
ん
」

一
九
七
一
年
の
福
島
第
一

原
発
の
完
成
前
か
ら
、
若
松

さ
ん
は
地
元
紙
や
詩
人
会
の

会
報
な
ど
に
、
原
発
の
問
題

一
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
見
直
し
て
ほ
し

い
一
と
話
す
岩
松
さ
ん
福
島
県
南
相
馬
市
で

八．点
を
指
摘
す
る
文
章
を
発
表
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
」

し
て
き
た
《
》

若
松
さ
ん
の
作
品
「
神
隠

一
原
爆
の
こ
と
が
頭
に
あ
し
さ
れ
た
街
一
（
九
四
年
）

る
か
ら
、
こ
れ
は
怪
し
い
も
は
、
帰
国
後
に
発
表
し
た
連

の
で
は
な
い
か
、
事
故
が
起
詩
の
一
つ
だ
ご

き
た
ら
大
き
な
被
害
を
も

昨
年
刊
行
し
た
詩
集
に

た
ら
す
も
の
を
人
間
が
コ
ン
は
、
塞
皐
電
力
の
柏
崎
刈
羽

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
だ
ろ
う
原
発
事
故
を
題
材
に
し
た
作

か
、
と
い
う
思
い
が
あ
っ
品
を
収
め
、
こ
う
結
ん
だ
》

た
一

〈
肌
に
快
い
海
風
が
陸
地
に

九
四
年
に
は
「
チ
ェ
ル
ノ
向
か
う
／
肌
は
風
を
感
ず
る

ブ
イ
リ
福
島
県
民
調
査
団
」
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
／
肌

に
参
加
ｓ
住
民
が
避
難
し
た
は
風
に
ふ
く
ま
れ
る
も
の
を

半
径
三
十
キ
ロ
地
帯
を
訪
ね
感
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
〉

た
ｅ
事
故
を
起
こ
し
た
原
子

老
松
さ
ん
は
『
原
発
の
二

炉
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
種
つ
と
を
書
く
た
び
に
、
も
う
こ

た
「
石
棺
一
そ
ば
の
展
望
台
れ
で
終
わ
り
に
し
た
い
と
思

で
は
、
放
射
線
量
計
の
針
が
っ
て
き
た
』
で
も
こ
う
な
っ

振
り
切
れ
た
。

た
ら
、
と
こ
と
ん
付
き
合
わ

『
自
分
の
住
む
場
所
の
状
な
き
や
い
け
な
い
か
な
と
思

況
と
重
ね
合
わ
せ
、
大
き
な
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

→、．
驚
い
た
中
原
中
也
賞
詩
人
ア

、

．

－
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
が

鐸
章
を
見
直
し
て
ほ
し

英
語
訳
を
し
て
お
り
、
出
版

福
嵐
置
南
娼
馬
市
で

の
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

１
１
曲

愛の旅路／東京新聞旅の会■■■■
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「福島を守る／福島を取り戻す／福島を手の中に／／福島で生きる／福島を生きる」
「息子の寝顔を見つめる／きみには／幸せに生きて欲しいのだ／息子よ／父と母の願い
だ／決意だ」（5月5日こどもの日に）「放射能が降っています。／静かな静かな夜です｡」（3月16日）
前相馬農業高校教諭で福島市の詩人・和合亮一さんは3月16日からインターネットの
ツイツターで、ふるさとの福島や南相馬や子どもたちを思う詩を綴り、『詩の礫つぶて』徳
間書店、『詩の黙礼』新潮社、『詩の暹遁かいこう』朝日新聞社などを出版されています。


